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平
成
22
年
第
１
回
新
郷
村
議
会

臨
時
会
が
２
月
３
日
開
か
れ
、
議

案
４
件
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整

備
事
業
が
契
約
締
結
さ
れ
、
村

内
の
中
学
校
に
計
47
台
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
及
び
周
辺
機
器
等
を

購
入
し
ま
す
。
購
入
金
額
は

９
９
７
万
５
千
円
で
す
。

◇
学
校
教
育
用
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

等
購
入
契
約
が
締
結
さ
れ
、
村

内
の
小
中
学
校
に
43
台
の
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
、
18
台
の
ブ
ル
ー
レ
イ

デ
ィ
ス
ク
レ
コ
ー
ダ
及
び
周
辺

機
器
等
を
購
入
し
ま
す
。
購
入

金
額
は
１
、５
９
６
万
円
で
す
。

◇
平
成
21
年
度
新
郷
村
一
般
会
計

補
正
予
算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
16
万
８
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
33
億

４
９
４
万
６
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
　

　
２
月
17
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
で
「
平
成
21
年
度
新
郷
村
常
会

長
会
議
」
が
開
か
れ
、
村
内
43
の

常
会
か
ら
39
人
の
常
会
長
が
出
席

し
、
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
村
民
憲
章
唱
和
の
後
、
須
藤
村

長
が
村
の
課
題
や
財
政
の
現
状
、

新
年
度
の
事
業
等
に
つ
い
て
説
明
。

「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業
等

に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
」
と
強
調
し
、「
戸
来
岳
の

日
本
一
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
や
き
の
こ

等
を
積
極
的
に
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
」

と
観
光
事
業
の
振
興
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
た
。

　
村
か
ら
は
新
年
度
の
水
田
農
業

（
米
の
生
産
調
整
）
や
交
通
災
害

共
済
等
に
つ
い
て
連
絡
。
出
席
者

か
ら
は
道
路
の
整
備
、
今
後
の
生

活
支
援
事
業
の
計
画
、
集
客
イ
ベ

ン
ト
の
あ
り
方
、
光
ケ
ー
ブ
ル
を

活
用
し
た
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
視
聴
方
法
等
、
様
々
な
意
見
、

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
に
あ
た
り
村
長
は
「
貴
重

な
御
意
見
を
頂
い
た
こ
と
に
御
礼

申
し
上
げ
る
」
と
謝
意
を
述
べ
「
要

望
等
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
今
後
も
み

な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
住
民
と

一
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
細
川
正
敏
新
郷
駐
在
所

長
が
最
近
の
五
戸
署
管
内
の
交
通

事
故
発
生
状
況
や
村
内
で
発
生
し

た
犯
罪
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
。
防
犯
対
策
上
、
施
錠

の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

平
成
22
年
第
１
回

新
郷
村
議
会
臨
時
会

平
成
21
年
度  

新
郷
村
常
会
長
会
議
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１
月
29
日
、
小
・
中
学
校
ス

キ
ー
大
会
（
村
教
育
振
興
協
議

会
主
催
）
が
金
ケ
沢
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
、
１
５
８
人
の
児

童
生
徒
が
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
と
き
お
り
陽
も
差

し
込
む
ま
ず
ま
ず
の
天
候
。
選

手
達
は
駆
け
つ
け
た
家
族
ら
の

声
援
を
受
け
な
が
ら
精
一
杯
の

滑
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
福
山
廣
会
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
須
藤
良

美
村
長
が
「
こ
の
日
の
た
め
に

蓄
え
て
い
た
力
を
発
揮
し
、
最

後
ま
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
、

勝
利
の
女
神
の
微
笑
み
を
勝
ち
取

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
選
手
を

激
励
。
戸
来
小
学
校
６
年
佐
藤
廣

岳
君
が
元
気
よ
く
選
手
宣
誓
を
し

ま
し
た
。

　
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

男
子
の
部

◇
ア
ル
ペ
ン

▽
大
回
転
小
学
校

１
年
　
細
川
　
　
響（
戸
）
２
年
　
戸
田
　
悠
仁（
川
）

３
年
　
福
山
　
泰
誠（
戸
）
４
年
　
本
間
　
丈
夢（
戸
）

５
年
　
田
沢
　
青
輝（
戸
）
６
年
　
佐
藤
　
廣
岳（
戸
）

▽
大
回
転
中
学
校
　
日
向
　
洸
介（
新
）

▽
回
転
中
学
校
　
　
日
向
　
洸
介（
新
）

◇
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
小
学
校

１
年
　
豊
島
　
翔
大（
西
）
２
年
　
下
村
　
竜
聖（
西
）

３
年
　
梅
川
　
秋
洋（
川
）
４
年
　
畑
中
　
蒼
司（
川
）

５
年
　
石
ケ
守
達
也（
西
）
６
年
　
佐
藤
惣
一
郎（
西
）

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
中
学
校
　
石
ケ
守
将
寛（
野
）

▽
小
学
校
リ
レ
ー
　
　
　
　
　
　
西
越
Ａ（
男
女
混
合
）

女
子
の
部

◇
ア
ル
ペ
ン

▽
大
回
転
小
学
校

１
年
　
長
野
　
和
夏（
戸
）
２
年
　
高
橋
　
祐
衣（
戸
）

３
年
　
田
沢
　
麻
衣（
戸
）
４
年
　
平
葭
　
優
花（
川
）

５
年
　
高
橋
　
真
由（
戸
）
６
年
　
高
根
　
菜
摘（
戸
）

▽
大
回
転
中
学
校
　
平
葭
　
初
美（
新
）

▽
回
転
中
学
校
　
　
平
葭
　
初
美（
新
）

◇
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
小
学
校

１
年
　
鹿
島
　
愛
莉（
西
）
２
年
　
畑
中
　
歩
未（
川
）

３
年
　
佐
々
木
愛
美（
西
）
４
年
　
赤
坂
　
詩
織（
西
）

５
年
　
川
代
菜
津
美（
西
）
６
年
　
佐
藤
　
佳
純（
西
）

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
中
学
校
　
佐
藤
菜
々
子（
野
）

※（
戸
） ― 

戸
来
小
　（
川
） ― 

川
代
小
　（
西
） ― 

西
越
小

　（
野
） ― 

野
沢
中
　（
新
） ― 

新
郷
中

児童生徒が熱戦展開
小・中学校スキー大会
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今
年
度
５
回
目
の
あ

い
あ
い
学
級
（
家
庭
教

育
学
級
）
が
２
月
９
日
、

戸
来
小
学
校
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
学
校
給
食
の
試
食

と
食
育
の
お
話
」
が
今

回
の
主
題
。
戸
来
小
学

校
の
滝
田
敦
子
主
任
栄

養
士
を
講
師
と
し
て
成

長
期
の
子
ど
も
た
ち
の

食
生
活
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
村
内
の
乳
幼
児
の
母

親
、
保
育
園
関
係
者
等
13
名

が
受
講
し
、
将
来
の
食
習
慣

の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
食
育
の
大
切
さ
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。

　
お
や
つ
は
食
事
と
し
て
考

え
「
主
食
だ
け
の
食
事
＝
お

に
ぎ
り
と
水
」
が
最
適
。「
ヨ

ー
グ
ル
ト
よ
り
も
漬
け
物
」

特
に
ぬ
か
漬
け
２
グ
ラ
ム
に

は
２
億
個
の
乳
酸
菌
が
含
ま

れ
て
い
る
な
ど
、
和
食
が
キ

ー
ワ
ー
ド
の
お
話
に
、「
Ｆ

Ｏ
Ｏ
Ｄ
＝
風
土
」
を
実
感
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
給
食
の
試
食
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
ご
は
ん
、

牛
乳
、
ね
ぎ
入
り
厚
焼
卵
、
ほ
う

れ
ん
草
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
あ
え
、
さ

ん
ま
の
つ
み
れ
汁
。
純
和
風
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
が
子
ど
も
た
ち
の
残

食
は
な
い
そ
う
で
す
。

　
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
箸

の
持
ち
方
練
習
」
や
給
食
時
間
に

つ
い
て
の
お
話
は
、
入
学
前
の
心

が
ま
え
と
し
て
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
「
箸
の
持
ち
方
練
習
」
は
参
加

者
も
実
際
に
体
験
し
、
そ
の
効
果

を
体
感
し
ま
し
た
。

 

　
高
品
質
で
生
産
性
の
高
い
肉
用

牛
群
へ
の
改
良
を
め
ざ
し
た
「
新

郷
村
優
良
繁
殖
和
牛
導
入
支
援
事

業
」
が
行
わ
れ
、
鹿
児
島
県
の
さ

つ
ま
中
央
家
畜
市
場
で
買
付
け
た

黒
毛
和
種
繁
殖
牛
14
頭
が
２
月
６

日
、
村
に
到
着
し
、
村
内
の
畜
産

農
家
へ
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
は

８
年
ぶ
り

に
実
施
。

役
場
前
で

開
か
れ
た

引
渡
し
式

で
は
「
飼

料
や
各
種

資
材
の
高

騰
に
よ
り
、

経
営
も
厳

し
い
状
況

に
あ
る
が
、

こ
の
事
業

を
き
っ
か

け
と
し
て

村
の
畜
産

発
展
に
つ

な
げ
て
ほ

し
い
」
と

須
藤
村
長
。

11
軒
の
畜

産
農
家
を

代
表
し
、
村
肉
用
牛
生
産
組
合
の

奥
山
繁
太
郎
組
合
長
が
「
購
入
し

た
牛
は
い
ず
れ
も
優
秀
な
繁
殖
牛
。

立
派
に
育
成
す
る
こ
と
で
期
待
に

応
え
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　
買
い
付
け
は
２
月
２
日
か
ら
４

日
に
か
け
て
畜
産
農
家
や
関
係
者

等
８
名
が
鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町
を

訪
問
し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
購
入
し
た
14
頭
は
生
後
１
年
未

満
の
雌
で
体
重
は
３
０
０
㎏
前
後
。

県
基
幹
種
雄
牛
「
第
１
花

国
」
等
の
種
を
付
け
や
す
い
こ
と

が
特
長
。
本
村
畜
産
業
の
更
な
る

発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

おやつは、おにぎりと水！？

良
質
の
子
牛
生
産
を
め
ざ
し

14
頭
の
繁
殖
和
牛
を
導
入
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こ
の
ほ
ど
、
五
戸
地
区
交
通
安

全
協
会
（
三
浦
俊
哉
会
長
）
は
第

50
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大

会
に
お
い
て
優
良
交
通
安
全
協
会

表
彰
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
交
通
安
全
運
動
推
進
の

功
績
に
加
え
、
五
戸
署
管
内
の
２

年
連
続
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
に
貢

献
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
今
回
は
県
内
の
安
全
協
会

か
ら
は
唯
一
の
受
賞
。
１
月
27
日

に
須
藤
村
長
の
も
と
を
訪
問
し
、

受
賞
報
告
し
た
三
浦
会
長
と
長
根

哲
美
副
会
長
は
「
今
後
も
交
通
安

全
思
想
の
普
及
に
取
り
組
む
」
と

口
を
そ
ろ
え
て
い
ま
し
た
。

　
節
分
の
２
月
３
日
、
し
ん
ご
う

保
育
園
と
分
園
で
は
「
豆
ま
き
」

を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、
一
年
の
無
病

息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　
分
園
で
は
園
児
26
名
が
紙
芝
居

「
む
か
し
む
か
し
お
に
が
き
た
」

や
唄
を
歌
っ
て
楽
し
ん
だ
後
、
豆

ま
き
開
始
。
職
員
が
扮
し
た
鬼
が

登
場
す
る
と
泣
き
出
す
子
ど
も
や

鬼
を
囲
ん
で
果
敢
に
豆
を
ぶ
つ
け

る
子
ど
も
達
も
い
た
り
賑
や
か
な

歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
豆
ま
き
に
あ
た
り
園
児
達
は
自

分
た
ち
の
心

の
中
に
い
る

「
お
こ
り
ん

ぼ
お
に
」「
な

き
む
し
お
に
」

「
く
い
し
ん

ぼ
お
に
」
等

を
退
治
す
る

こ
と
を
み
ん

な
で
約
束
。

手
作
り
の
思

い
思
い
の
鬼

の
面
を
つ
け

「
福
は
内
、

鬼
は
外
」
と

大
き
な
声
で

叫
び
な
が

ら
、
豆
を
力

一
杯
投
げ
つ

け
邪
気
を
追

い
払
っ
て
い

ま
し
た
。

　
２
月
３
日
、
き
ざ
ん
八

戸
に
お
い
て
「
三
八
地
域

担
い
手
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
三

八
地
域
県
民
局
主
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

お
い
て
本
村
の
村
岡
和
俊

農
業
委
員
会
会
長
が
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
出
席
。
農
業

の
再
生
に
つ
い
て
地
域
の

課
題
と
農
業
活
性
化
の
方

策
に
つ
い
て
提
言
し
ま
し

た
。

　
「
政
権
交
代
で
変
わ
る
日
本
農

業
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
は
本
村
か
ら
も
農
業
委

員
や
認
定
農
業
者
な
ど
11
名
が

参
加
し
、
管
内
の
農
業
関
係
者

２
６
０
名
と
一
緒
に
新
農
政
の
概

要
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
八
戸
市
地
域
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
長
の
古
館
豊
氏
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
４
名
が
意
見
交

換
。
村
岡
氏
は
露
地
野

菜
主
体
か
ら
花
卉
主
体

の
経
営
に
転
換
し
た
経

験
を
も
と
に
「
多
面
的

な
機
能
を
有
す
る
農
村

の
再
生
が
必
要
」
「
食

糧
自
給
率
向
上
の
た
め

に
は
水
田
を
余
す
こ
と

な
く
活
用
す
る
こ
と
が

不
可
欠
」
等
と
述
べ
、

賛
同
し
た
方
か
ら
拍
手

が
沸
い
て
い
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
に
続
い
て
、

明
治
大
学
客
員
教
授
村

田
泰
夫
氏
に
よ
る
講
演

「
政
権
交
代
で
農
政
は

ど
う
変
わ
る
の
か
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

死
亡
事
故
ゼ
ロ
の

継
続
を
め
ざ
し
て

豆
を
投
げ
つ
け

鬼
退
治

農業の再生へ提言

長根さん（左）と三浦さん（右）
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ゲ
レ
ン
デ
で

　
　
元
気
い
っ
ぱ
い
！

ゲ
レ
ン
デ
で

　
　
元
気
い
っ
ぱ
い
！

ゲ
レ
ン
デ
で

　
　
元
気
い
っ
ぱ
い
！

ゲ
レ
ン
デ
で

　
　
元
気
い
っ
ぱ
い
！

　
村
農
業
委
員
会
（
村
岡
和
俊
会

長
）
と
村
農
業
者
年
金
協
会
（
崩

利
雄
会
長
）
は
、
農
業
者
年
金
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
「
新
農
業

者
年
金
セ
ミ
ナ
ー
」
を
１
月
25
日
、

美
郷
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
20
名
が
出
席
し
た
セ
ミ
ナ
ー
は

「
新
農
業
者
年
金

制
度
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
講
師
は

青
森
県
農
業
会
議

農
業
者
年
金
相
談

員
の
工
藤
能
秀
氏
。

工
藤
氏
は
平
成
14

年
度
に
再
構
築
さ

れ
た
同
制
度
に
つ

い
て
て
い
ね
い
に

説
明
。
特
に
旧
制

度
の
賦
課
方
式
か

ら
新
制
度
の
積
立

方
式
に
切
り
替
え

ら
れ
た
利
点
に
つ

い
て
強
調
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
配
布

さ
れ
た
ボ
ー
ル
ペ

ン
を
早
速
活
用
し
、

メ
モ
を
と
る
等
し

て
熱
心
に
聴
講
。
農
業
者
の
生
涯

所
得
と
老
後
所
得
の
充
実
を
図
る

こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
よ

う
で
す
。

　
開
会
行
事
で
は
、
村
岡
会
長
が

「
加
入
者
数
と
受
給
者
数
の
バ
ラ

ン
ス
を
維
持
す
る
う
え
で
多
く
の

方
に
こ
の
制
度
を
理
解
し
、
加
入

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
主
催
者

を
代
表
し
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

新
農
業
者
年
金
へ
の

積
極
的
な
加
入
を
推
進

新
農
業
者
年
金
へ
の

積
極
的
な
加
入
を
推
進

　「
し
ん
ご
う
Ｃ
Ｕ
Ｐ
， ２
０
１
０
」

が
１
月
23
日
、
金
ケ
沢
ス
キ
ー
場

に
お
い
て
体
育
協
会
ス
キ
ー
部
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
好
天
の
も
と
、
小
学
生
か
ら
一

般
ま
で
20
名
の
ス
キ
ー
愛
好
家
が

８
区
分
に
分
か
れ
、
ア
ル
ペ
ン
大

回
転
の
部
で
覇
を
競
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
を
活
用
し
、
村
に
３
０
０
万

円
の
寄
付
を
さ
れ
た
八
戸
市
在
住

の
中
村
彰
　
さ
ん
（
80
才
）
に
２

月
15
日
、
村
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
中
村
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
善
意

の
寄
贈
は
平
成
元
年
か
ら
始
ま
り

今
回
が
８
回
目
。

こ
の
日
は
須
藤
村

長
が
八
戸
市
城
下

の
眞
照
堂
ホ
ー
ル

を
訪
問
。
謝
意
を

述
べ
、
感
謝
状
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　
中
村
さ
ん
は
長

泉
寺
（
金
ケ
沢
）

の
住
職
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
、
旧

制
戸
来
中
学
校
に

在
籍
。
大
学
を
卒

業
後
、
教
職
を
経

て
実
業
界
に
転
身
。

現
在
は
玉
姫
グ
ル

ー
プ
眞
照
堂
代
表

と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
終
戦
直
後
の

混
乱
期
の
中
、
健
や
か
に
過
ご
さ

せ
て
く
れ
た
新
郷
に
少
し
で
も
恩

返
し
が
し
た
い
」
と
中
村
さ
ん
。

須
藤
村
長
は
「
ふ
る
さ
と
を
思
う

気
持
ち
は
大
変
あ
り
が
た
い
。
財

政
難
の
昨
今
、
村
政
発
展
の
た
め

に
有
効
に
活
用
し
た
い
」
と
深
謝

の
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い
善
意 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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き
の
こ
の
栽
培
で
　
活
力
あ
る
村
づ
く
り

き
の
こ
の
栽
培
で
　
活
力
あ
る
村
づ
く
り

畠
山
さ
ん
が

　
農
業
経
営
士
に
認
定

畠
山
さ
ん
が

　
農
業
経
営
士
に
認
定

畠
山
さ
ん
が

　
農
業
経
営
士
に
認
定

畠
山
さ
ん
が

　
農
業
経
営
士
に
認
定

　
「
村
消
防
団
礼
式
訓

練
」
が
２
月
７
日
、
美

郷
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
は
「
団
員
の
規

律
心
の
涵
養
」「
団
結
力
、

士
気
並
び
に
協
同
動
作

の
涵
養
」
等
の
３
項
目

が
訓
練
の
主
眼
。
村
消

防
団
の
全
分
団
の
班
長

以
上
47
名
が
参
加
し
、
西
分
遣
所

職
員
８
名
が
指
導
に
あ
た
り
ま
し

た
。

　
２
月
９
日
、
「
平
成
21
年
度
青

森
県
農
業
経
営
士
及
び
青
年
農
業

士
認
定
証
書
授
与
式
」
に
お
い
て

畠
山
賢
悦
（
金
ケ
沢
）
さ
ん
が
農

業
経
営
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
森
市
で
行
わ
れ
た
式
に
は
夫

人
の
え
み
子
さ
ん
を
伴
い
出
席
。

青
森
県
副
知
事
か
ら
認
定
証
を
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
経
営
士
（
40
歳
以
上
60
才

未
満
、
65
才
で
認
定
満
了
）
は
地

域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
農
業

経
営
や
担
い
手
の
育
成
・
確
保
な

ど
地
域
向
上
に
意
欲
的
な
人
た
ち

が
対
象
と
な
り
県
か
ら
認
証
さ
れ

ま
す
。

　
２
月
12
日
、
丹
内
沢
の
旧
漬
物

工
場
に
お
い
て
、
「
き
の
こ
の
里

づ
く
り
」
事
業
に
参
画
し
て
い
る

９
団
体
に
よ
り
今
年
最
初
の
「
植

菌
作
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
安
ら
ぎ

の
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
平
成
19
年
度
か
ら
村
が
進

め
て
い
る
こ
の
事
業

は
今
年
で
３
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
し
い
た

け
の
種
駒
菌
を
ナ
ラ

の
原
木
へ
植
え
付
け

る
作
業
を
展
開
。
間

隔
に
配
慮
し
な
が
ら

ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
、

金
槌
で
埋
め
込
み
ま

す
。

　
事
業
当
初
か
ら
参

加
し
て
い
る

方
も
多
く
見

ら
れ
、
作
業

は
順
調
に
進

捗
。
こ
の
日

は
お
よ
そ
１

７
０
本
の
原

木
に
植
え
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
収
穫
量
の
ア
ッ
プ
と
栽

培
品
質
の
向
上
を
図
る
た

め
、
作
業
に
先
立
ち
「
き

の
こ
栽
培
講
習
会
」
を
開

催
。
初
年
度
か
ら
栽
培
技

術
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
い
て
い
る
河

村
式
種
菌
研
究
所
の
齋
藤
良
二
氏

を
講
師
に
迎
え
、
60
名
の
参
加
者

が
仮
伏
せ
込
み
作
業
に
お
け
る
注

意
点
や
原
木
へ
の
種
駒
菌
配
置
等

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

  

須
藤
村
長
も
作
業
を
視
察
。
ド

リ
ル
や
金
槌
を
手
際
よ
く
扱
い
、

作
業
を
進
め
る
参
加
者
の
姿
を
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
作
業
は
３
月
中
旬
ま
で
行
わ
れ
、

１
５
、０
０
０
本
の
原
木
に
65
万

個
が
植
菌
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

き
の
こ
の
栽
培
で
　
活
力
あ
る
村
づ
く
り

き
の
こ
の
栽
培
で
　
活
力
あ
る
村
づ
く
り

指揮能力を養成



８

年会費（チラシ製作などＰＲ費に充当します）
一般隊員：2,000円　本隊員：5,000円

問い合わせ先：ＴＥＬ78－3500（平葭健悦）

新郷村埋蔵金伝説☆発掘探検隊
隊 員 募 集 の お 知 ら せ

　
大
相
撲
の
元
関
脇
水
戸
泉
・
錦

戸
親
方
が
１
月
26
日
、「
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
し
ん
ご
う
」
を

慰
問
し
、
通
所
者
か
ら
温
か
い
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
し
ん
ご
う
保
育
園
と

分
園
の
園
児
約
30
名
も
参
加
。
身

長
１
９
４
㎝
、
体
重
１
４
５
㎏
の

親
方
の
巨
体
に
驚
き
の
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　
自
身
が
幕
内
優
勝
を
成
し
遂
げ

た
時
や
今
年
初
場
所
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
等
を
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て
ト

ー
ク
を
展
開
。
現
役
当
時
を
思
い

出
さ
せ
る
大
量
の
塩
を
撒
く
勇
壮

な
姿
に
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
相
撲
甚
句
で
自
慢
の
ノ
ド
を
披

露
し
た
親
方
は
「
今
の
日
本
の
繁

栄
が
あ
る
の
は
皆
さ
ん
方
を
は
じ

め
と
す
る
お
年
寄
の
人
た
ち
の
お

か
げ
。
こ
れ
か
ら
も
胸
を
張
っ
て

生
き
て
く
だ
さ
い
」
と
通
所
者
を

励
ま
し
て
い
ま
し
た
。

　
新
郷
村
に
は
魅
力

が
溢
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
物
、
そ
れ

ら
を
育
む
大
自
然
、

そ
の
恵
み
、
美
し
い

風
景
。

　
そ
ん
な
素
晴
ら
し

い
新
郷
村
の
財
産
は

紛
れ
も
な
く
宝
物
で

す
。
で
も
、
い
い
も

の
が
沢
山
あ
る
の
に
、

残
念
な
が
ら
あ
ま
り

外
で
は
知
ら
れ
て
は

い
ま
せ
ん
。

　
未
知
な
る
、
知
ら

れ
ざ
る
宝
は
そ
れ
す

な
わ
ち
「
埋
蔵
金
」
で
す
。
村
の

産
品
・
文
化
・
歴
史
・
景
色
な
ど
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
が
、
新
郷
の

宝
＝
埋
蔵
金
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
の
村
の
隠
さ
れ
た
魅
力
を
埋
蔵

金
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
置
き
換

え
、
そ
れ
ら
を
探
し
出
し
（
発
掘
）、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て

新
郷
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
が
発
掘
探
検

隊
の
使
命
で
す
。

　
あ
ふ
れ
る
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
新
郷
村
を
も
っ
と
有
名
に
し
た

い
。
新
郷
の
名
を
世
に
知
ら
し
め

る
た
め
の
こ
の
使
命
を
名
づ
け
て

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
‥
新
郷
―

知
ブ
ル
」

と
呼
び
ま
す
。

　
発
掘
し
た
埋
蔵
金
を
写
真
に
撮

っ
て
、
そ
の
紹
介
記
事
と
と
も
に

ブ
ロ
グ
で
公
開
。
お
宝
を
探
し
出

す
探
検
隊
員
「
撮
れ
ジ
ャ
ー
・
ハ

ン
タ
ー
」
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
「
新

郷
村
は
良
い
所
な
ん
デ
ェ
。
い
い

ン
で
ね
ェ
ガ
、
新
郷
！
」
と
直
接

ブ
ロ
グ
で
情
報
発
信
で
き
る
本
隊

員
に
な
れ
ば
「
イ
ン
デ
ェ
・
新
郷

ン
ズ
」
の
称
号
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
イ
ン
デ
ェ
博
士
に
な
り

ま
せ
ん
か
？

　
発
掘
探
検
隊
は
元
気
な
村
づ
く

り
を
目
的
と
し
、
次
の
《
十
戒
》

に
基
づ
き
行
動
し
ま
す
。

☆
新
郷
村
、
超
好
き
！
の
精
神
で

新
郷
の
宝
を
探
す
蔵（
ゾ
ウ
）

☆
撮
れ
ジ
ャ
ー
・
ハ
ン
タ
ー
の
名

に
恥
じ
ぬ
、
新
郷
の
素
敵
な
写

真
を
撮
り
ま
く
る
蔵（
ゾ
ウ
）

☆
ち
っ
ぽ
け
な
「
こ
マ
イ
ゾ
〜
」

と
い
う
宝
も
、
マ
デ（
丁
寧
）に

掘
り
起
こ
す
蔵（
ゾ
ウ
）

☆
新
郷
の
「
美
味
イ
ぞ
〜
」
と
い

う
グ
ル
メ
・
食
材
を
た
く
さ
ん

見
つ
け
ち
ゃ
う
蔵（
ゾ
ウ
）

☆
新
郷
の
こ
の
人
「
す
ご
イ
ゾ
〜
」

と
い
う
人
を
、
ど
ん
ど
ん
紹
介

す
る
蔵（
ゾ
ウ
）

☆
発
掘
し
た
原
石
は「M

y

―

造
巾
」

で
研
磨
し
、
燦
然
と
輝
き
放
つ

宝
石
に
変
え
ち
ゃ
う
蔵（
ゾ
ウ
）

☆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
パ
ワ
ー
、
諸
伝
説

を
駆
使
し
新
郷
に
新
た
な
伝
説

を
生
み
だ
す
蔵（
ゾ
ウ
）

☆
絵
踏
み
に
屈
せ
ぬ
信
念
を
持
ち

隠
れ
ず
に
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
を

目
指
す
蔵（
ゾ
ウ
）

☆
い
つ
も
仲
良
く
遊
び
心
を
忘
れ

ず
に
新
郷
村
を
く
ま
な
く
探
検

す
る
蔵（
ゾ
ウ
）

☆
そ
の
他
、
目
的
達
成
（
元
気
な

村
づ
く
り
）
の
た
め
努
力
は
惜

し
む
マ
イ
蔵（
ゾ
ウ
）

錦
戸
親
方
が
入
所
者
を
激
励
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し
ょ
う
ぼ
う
情
報

　
　
一
般
家
庭
で
の

　
　
　
火
災
予
防
に
つ
い
て

緊
急

「
住
宅
火
災
警
報
発
令
！
」

　
介
護
保
険
係
で
は
、
確
定
申
告

の
時
期
に
際
し
、
所
得
税
・
住
民

税
の
控
除
を
う
け
る
こ
と
が
で
き

る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を

交
付
し
ま
す
。

　
障
害
者
控
除
を
う
け
る
た
め
に

は
、
認
定
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
早
め
に
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
く
わ
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す

の
で
、
必
要
な
方
は
厚
生
グ
ル
ー

プ
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
で

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

　
平
成
21
年
12
月
31
日
現
在
、
介

護
保
険
で
要
介
護
１
〜
５
に
認

定
さ
れ
て
い
て
、
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
。

◇
申
請
窓
口

　
厚
生
グ
ル
ー
プ

◇
申
請
に
必
要
な
物

　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
オ
レ

ン
ジ
色
）
　
印
鑑

◇
申
請
締
切
日

　
平
成
22
年
３
月
15
日

◇
認
定
方
法

　
必
要
に
応
じ
て
村
職
員
が
個
別

に
実
態
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
認
定
し
ま
す
。

※
個
別
に
実
態
調
査
を
行
う
た
め
、

認
定
結
果
通
知
ま
で
に
１
〜
２

週
間
か
か
り
ま
す
。

問
　
厚
生
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
61
―

７
５
５
５

　
今
年
に
入
り
、
全
国
に
お
い
て

多
数
の
死
傷
者
を
出
す
非
常
に
痛

ま
し
い
住
宅
火
災
が
相
次
い
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
青
森
県
内
で
も
１
月
中
に
住
宅

火
災
21
件
が
発
生
し
、
10
名
の
方

が
な
く
な
ら
れ
、
さ
ら
に
２
月
に

入
り
２
名
の
死
者
が
あ
り
昨
年
よ

り
９
名
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
戸
広
域
消
防
本
部
管

内
に
お
い
て
も
住
宅
火
災
で
死
者

１
名
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
統
計
に
よ
る
と
、
建
物
火
災
に

よ
る
死
者
の
９
割
は
住
宅
火
災
か

ら
発
生
、
そ
の
６
割
が
「
逃
げ
遅

れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

を
早
期
に
発
見
し
、
住
宅
火
災
か

ら
死
者
を
な
く
す
「
切
り
札
」
で

す
。

　
大
切
な
「
命
」
「
財
産
」
を
守

る
た
め
、
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な

い
ご
家
庭
は
、
早
期
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

問
　
八
戸
消
防
本
部
予
防
課

　
　
℡
44
―

２
１
３
３

　
今
年
に
入
り
、
県
内
で
焼
死
者

を
伴
う
住
宅
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
の
時
期
は
空
気

が
乾
燥
し
て
、
火
災
が
発
生
す
る

と
延
焼
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　
日
頃
か
ら
村
民
一
人
一
人
が
火

の
元
の
点
検
を
行
い
、
住
宅
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◇
ガ
ス
こ
ん
ろ
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル

か
ら
の
出
火

　
火
を
使
用
し
て
い
る
時
は
そ
の

場
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
揚
げ
物
な
ど
に
使
用

す
る
油
は
、
熱
し
続
け
る
と
油

自
体
が
発
火
す
る
た
め
大
変
危

険
で
す
。
来
客
や
電
話
な
ど
で

そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず

火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

◇
た
ば
こ
か
ら
の
出
火

　
寝
た
ば
こ
は
大
変
危
険
な
の
で

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
吸
殻

は
こ
ま
め
に
捨
て
、
灰
皿
に
吸

殻
を
た
め
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
ガ
ラ
ス
製
の
灰

皿
は
、
吸
殻
を
た
め
す
ぎ
る
と

た
ば
こ
の
熱
に
よ
っ
て
灰
皿
が

割
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
吸
殻
は
出
来
る
だ
け
水
に

つ
け
る
な
ど
し
て
か
ら
捨
て
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
吸
殻
を

直
接
ご
み
箱
に
捨
て
る
と
、
可

燃
物
な
ど
に
着
火
し
て
火
災
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
暖
房
器
具
か
ら
の
出
火

　
寒
い
日
が
続
き
洗
濯
物
な
ど
が

乾
き
に
く
く
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
真
上
や
近
く
に
干
し
が
ち
で

す
が
、
万
が
一
落
下
し
ス
ト
ー

ブ
な
ど
に
触
れ
た
り
す
る
と
火

災
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
火
を
つ
け
た
ま
ま
給

油
し
、
灯
油
が
こ
ぼ
れ
て
着
火

し
た
火
災
事
例
が
あ
り
ま
す
。

給
油
す
る
と
き
は
、
火
を
消
し

て
か
ら
給
油
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
の
タ
ン

ク
は
口
金
を
確
実
に
閉
め
て
く

だ
さ
い
。
い
ず
れ
の
暖
房
器
具

も
外
出
時
や
就
寝
前
に
は
火
を

消
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促

進
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

法
律
で
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
暮
れ
に
村
内
の
世
帯
を
調

査
し
た
結
果
、
７
１
６
世
帯
中

（
不
在
家
庭
を
除
く
）
６
８
２

件
に
設
置
さ
れ
、
設
置
率
は

95
・
３
％
で
し
た
。
ま
だ
、
設

置
し
て
い
な
い
ご
家
庭
（
不
在

家
庭
も
含
め
）
は
早
め
に
設
置

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
全
寝
室
及
び
階
段
に
設
置

が
義
務
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
設
置
不
足
の
家
庭
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅

れ
防
止
の
た
め
に
も
増
設
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　
℡
78
―

２
１
１
９

要
介
護
認
定
者
で
も
障
害
者

控
除
が
う
け
ら
れ
ま
す

問

問

問

お
知
ら
せ

　
―

問
い
合
わ
せ
　
　
―

申
し
込
み

　
―

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
―
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
拡
大
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
携
帯
電
話
の
利
用
が
し
づ

ら
か
っ
た
滝
沢
地
区
で
も
１
月
28

日
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

問
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
青
森
支
店

　
℡
０
１
７
―

７
７
４
―

８
０
０
２

　
交
通
災
害
共
済
は
２
月
24
日
よ

り
加
入
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し

ょ
う
。

◇
会
費

　
３
５
０
円
　
１
人
（
年
間
）

◇
共
済
期
間

　
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
23
年
３
月
31
日

　
（
途
中
加
入
も
で
き
ま
す
）

問
　
総
務
課
　
℡
78
―

２
１
１
１

　
ご
自
宅
等
へ
訪
問
す
る
金
融
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
窓
口
に
お
い
で
に
な
る
こ
と
が

困
難
な
方
々
を
対
象
に
、
貯
金
や

保
険
の
手
続
を
郵
便
局
の
社
員
が

ご
自
宅
等
に
伺
っ
て
お
こ
な
い
ま

す
。

実
施
地
域
　
新
郷
村
全
域

　
お
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
、
訪
問

日
時
を
ご
調
整
の
う
え
、
ご
自
宅

等
に
郵
便
局
社
員
が
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

問
　
新
郷
郵
便
局
　

　
　
℡
78
―

３
０
６
０

　
交
通
事
故
は
誰
に
と
っ
て
も
突

然
で
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
戸
惑

う
こ
と
ば
か
り
で
す
。

▽
過
失
相
殺
の
考
え
方
は
？
▽
示

談
の
仕
方
は
？
▽
賠
償
額
（
治
療

費
・
休
業
補
償
・
損
害
額
）
の
算

定
は
？
▽
損
害
保
険
会
社
と
の
交

渉
は
ど
う
す
る
の
？
▽
自
賠
責
保

険
の
請
求
の
し
か
た
は
？
等
々
…

　
当
事
者
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

　
青
森
県
庁
北
棟
１
階

　
℡
０
１
７
―

７
３
４
―

９
２
３
５

　
例
年
３
月
は
、
名
義
変
更
（
移

転
登
録
）・
廃
車
（
抹
消
登
録
）・

住
所
変
更
等
（
変
更
登
録
等
）
の

手
続
き
で
、
運
輸
支
局
及
び
事
務

所
の
窓
口
は
混
雑
し
ま
す
。

　
名
義
変
更
や
廃
車
等
の
手
続
き

は
で
き
る
だ
け
３
月
15
日
以
前
に

手
続
き
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
は
車
検
（
継
続
検

査
）
も
混
雑
し
ま
す
。
１
ヵ
月
前

か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
お
早
め
に
受
検
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問 

八
戸
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
　
　

　
０
５
０
―

５
５
４
０
―

２
０
０
９

　
平
成
23
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
葉
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
題
は
「
葉
（
は
）」
で
す
が
「
若

葉
（
わ
か
ば
）」
、「
落
葉
（
ら
く

え
ふ
）」
、「
葉
緑
素
（
え
ふ
り
よ

く
そ
）」
の
よ
う
に
「
葉
」
の
文

字
の
入
っ
た
熟
語
を
使
用
し
て
も

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詠
進
歌
は
お
題
を
詠
み
込
ん
だ

自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

◇
記
載
方
法
／
習
字
用
半
紙
に
毛

筆
で
自
書
（
病
気
ま
た
は
身
体

障
害
の
た
め
自
書
で
き
な
い
場

合
は
、
理
由
を
添
え
た
上
で
代

筆
、
点
字
、
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の

使
用
も
可
）

◇
詠
進
期
限

　
９
月
30
日
（
木
）
※
消
印
有
効

◇
郵
便
の
あ
て
先

　
「
〒
１
０
０
―

８
１
１
１
　
宮

内
庁
」
と
記
入
し
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
と
明
記
す
る

問
　
青
森
県
人
事
課

　
℡
０
１
７
―

７
３
４
―

９
０
４
４

Ｈ
　http://w

w
w

.kunaicho.go.jp/

　
　event/eishin.htm

l

　
県
で
は
交
通
安
全
視
聴
覚
教
材

（
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
無
料
で

貸
出
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
、
職
場
等
で
の
交
通
安
全

教
室
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
視
聴
覚
教
材
の
リ
ス
ト
は
青
森

県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

◇
申
込
方
法

▽
直
接
来
庁
し
、借
用
申
込
み
す
る

　
↓
教
材
は
そ
の
場
で
お
渡
し
い

た
し
ま
す
。

▽
電
話
等
で
借
用
申
込
み
す
る

　
↓
教
材
は
宅
配
便
で
お
送
り
い

た
し
ま
す
。
宅
配
料
金
は
着
払

い
で
、
申
込
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。
教
材
を
返
却
す
る
場
合

の
宅
配
料
金
等
に
つ
い
て
も
、

申
込
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
・
問

青
森
県
県
民
生
活
文
化
課

　
℡
０
１
７
―

７
３
４
―

９
２
３
２

Ｈ
　http://www.pref.aomori.lg.jp/life/

　
　bosai/koutu_anzen_kyouzai.html

　
「
も
う
一
度
看
護
職
と
し
て
働

き
た
い
」
と
お
考
え
の
方
は
「
ナ

ー
ス
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
ま
し
ょ

う
。
次
の
よ
う
な
支
援
が
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

◇
求
人
情
報
の
提
供
、
求
人
施
設

へ
の
紹
介
、
就
業
相
談

◇
最
新
の
医
療
・
看
護
の
知
識
や

技
術
が
習
得
で
き
る
講
習
会
へ

の
参
加

◇
病
院
・
診
療
所
・
介
護
老
人
保

健
施
設
な
ど
の
見
学
や
就
業
体

験
、
技
術
研
修

問
　
6
青
森
県
看
護
協
会

　
℡
０
１
７
―

７
２
３
―

４
５
８
０

問Ｈ

申Ｈ

問

問

車
検
は
一
ヵ
月
前
か
ら

　
　
　
受
け
ら
れ
ま
す

歌
会
始
詠
進
歌
募
集

ド
コ
モ
携
帯
電
話

　
　
エ
リ
ア
拡
大

１
日
１
円
保
険

　
交
通
災
害
共
済

被
害
者
も
加
害
者
も

　
　
悩
ま
ず
相
談
！

「
訪
問
金
融
サ
ー
ビ

ス
」
の
お
知
ら
せ

交
通
安
全
視
聴
覚
教
材

貸
出
の
お
知
ら
せ

登
録
し
ま
し
ょ
う

問問

問

問問
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

ス
ト
ー
ブ
の
外
の
煙
突
に
大
氷
柱

福
　
士
　
香
芽
子

藁
屋
根
の
つ
ら
ら
太
ら
せ

夜
の
更
け
る

村
　
上
　
て
　
る

雪
だ
る
ま
二
つ
残
し
て
孫
帰
り

小
　
坂
　
良
　
子

初
声
に
誘
わ
れ
開
け
る
朝
の
窓

鹿
　
島
　
恵
美
子

年
明
け
て
代
わ
る
が
わ
る
に
孫
曾
孫

a
　
根
　
リ
　
サ

お
抹
茶
を
点
て
て
新
年
祝
い
お
り

福
　
山
　
康
　
子

幼
子
は
口
に
手
を
当
て
咳
ま
ね
す

戸
　
来
　
れ
い
子

病
む
身
に
も
富
め
る
者
に
も

初
日
の
出

長
　
峯
　
ユ
　
リ

夜
明
け
前
息
飲
む
ほ
ど
に

月
冴
ゆ
る

鹿
　
島
　
と
　
わ

酷
寒
の
本
堂
脇
道
香
か
す
か

工
　
藤
　
陽
　
一

過
不
足
の
な
き
が
幸
せ
三
が
日

金
　
沢
　
　
　
凡

むらのガイド
平成22年 弥 生

ブラッドストーン（血石）
― 沈着・勇敢 ―

燃えるごみ収集日

［ 家 庭 ご み の 出 し 方 ］ を 参 考 に し て ご み を 出 し ま し ょ う

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TE L 6 1－ 7 5 5 5

新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

誕 生 石3
2010　MARCH

日 月 火 水 木

新郷温泉館休館日 安全・安心村づく
り推進大会

1 6

7

資源ごみ（ペット
ボトル等２品目）
収集日

5

14

2 43

21

28

資源ごみ（ビン・
ペットボトル等
２品目）収集日
川代小学校卒業式
西越小学校卒業式

戸来小学校卒業式新郷温泉館休館日

15 16 2018 1917

燃えないごみ収集日
小中学校修了式
５歳児健診

●振替休日

新郷温泉館休館日

●春分の日
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▲　沢口　響花ちゃん　Ｈ19・２・11生（左）

　　　陽音くん　　Ｈ21・２・10生（右）
　（地区）戸来
　（パパ）正興　　（ママ）美津子

もうすぐお姉ちゃん、お兄ちゃんになるね。

兄弟仲良く遊んでネ！！
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田茂　櫂翔くん（もも組）

節分に豆まきをしたよ。こわ～
い鬼に大きな声で「鬼は外！
福は内！」って言いながら豆を
投げたら、鬼が泣いて逃げて
行ったよ！！　鬼、もう来ないでね。

佐々木　七海さん（もも組）

赤い鬼と青い鬼。とっても大きな
鬼。やっぱり僕は泣きました。でも
いっぱい豆を投げたよ。いっぱい
投げたらやっとで逃げてくれました。
やっぱり節分の日は、怖いな。

橋端　有也くん（もも組）

私の大好きなお父さんとお母さんと妹のひ
まり。いつもお家で仲良く遊んでいるんだよ。
たまにケンカしたりしておこられる事もあるけ
どね。かわいいひまりの面倒いっぱいみて、
お父さんお母さんのお手伝いを頑張ります。

はし ば ゆう や

畠山　　好さん（さくら組）

節分の日、保育園に鬼が来たんだ。赤
鬼と青鬼、大きくて怖かったよ。僕は頑
張って豆を投げたんだけど、泣いちゃった。
でもみんなとやっつけたよ！！　僕の中
の“鬼”も、きっとやっつけたはず！！

はたけやま このみ た も かい とさ さ き なな み

　２月15日、「せせらぎ学級」では「フラ教室」を開催
しました。受講生の熱い要望に応えて２年連続の開講。
八戸市の「慎子フラスタジオ」代表上井慎子さんを
講師に迎え、15名の受講者は心身共にリフレッシュ
しました。
　運動不足になりがちな寒い冬ですが、「ブルーハワイ」
の曲に合わせて踊り、ストレスを解消したようです。

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５

営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

12この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

はると

人の動 き

男　1,492人（－４人）
女　1,582人（－３人）
計　3,074人（－７人）

世帯数964世帯（－１世帯）
（平成22年１月31日現在）

フラで楽しくシェイプアップ♪フラで楽しくシェイプアップ♪フラで楽しくシェイプアップ♪

パパとママ
のねがい
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